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《国内・国際》    

 

6/5  出生率１．４１に上昇 １６年ぶり水準も出生数は最少  

厚生労働省は５日、人口動態統計（概数）を発表し、平成２４年の合計特殊出生率（１人の女性が生涯に出

産する子供数の推計値）は１．４１（前年比０．０２ポイント増）で、平成８年以来１６年ぶりに１．４０を

超えたことが分かった。しかし、女性全体の数が減っているため、出生数は前年比１万３７０５人減の１０３

万７１０１人と過去最少。死亡数は３１８８人増の１２５万６２５４人と戦後最大で、出生数から死亡数を引

いた自然増減は２１万９１５３人減と過去最大幅となった。都道府県別の出生率は、最高が沖縄の１．９０で、

最低は東京の１．０９だった。年々上昇している第１子出生時の母親の平均年齢は前年から０．２歳上がって

３０．３歳と過去最高。婚姻数は６８９３組増の６６万８７８８組で、４年ぶりに増加。離婚数は３２５組減

の２３万５３９４組。平均初婚年齢は夫３０．８歳、妻２９．２歳でともに前年よりわずかに上昇した。 

 

6/11 「持ち家」志向、７割台に低下 平成２５年版「土地白書」で意識調査 
政府は１１日午前、平成２５年版の「土地白書」を閣議決定した。住居に対する国民の意識調査で「土地・

建物は両方所有したい」と持ち家を希望する回答が７９．８％と１２年ぶりに８割を切る一方、「借家（賃貸

住宅）でも構わない」が１２．５％と過去最高となり、所有にこだわらない風潮が広がっている。調査は今年

１－２月、全国の成人男女３０００人を対象に実施し、有効回答率は５７．３％だった。「土地は預貯金や株

式に比べ有利な資産か」の問いには「そう思う」が過去最低の３２．９％で「思わない」（３７．２％）を４

年連続で下回った。 
 

6/15 世界人口２１００年、１０９億人 平均寿命は日本９４．２歳 
国連は１３日「世界人口展望」を発表し、世界の人口は今年の７２億人（７月推定）から２０５０年に９６

億人、２１００年には１０９億人に達するとの見通しを示した。平均寿命も延び続け、２０９５〜２１００年

のトップ３は韓国９５．５歳、香港９４．９歳、日本９４．２歳とアジア勢が占めるという。人口は途上国の

５９億人が２１００年に９６億人と推定され、アフリカ諸国や、インド、インドネシア、パキスタンでの増加

が著しい。先進国は約１３億人で推移。例外は米国で３．２億人から増え続け４．６億人になる見通し。日本

は１．２億人が８４００万人まで減少し、世界１０位から２９位に転落する。 

 

6/25 教育機関に公的支出、日本はＧＤＰ比４年連続最下位 
経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）は２５日、加盟国の教育に関する調査結果を発表した。２０１０年の国内総

生産（ＧＤＰ）に占める教育機関への公的支出の割合は、日本は３．６％で、比較可能な３０カ国のうち最下

位。同年には「高校無償化」が始まったが、４年連続で最下位となった。発表によると、公的支出のＧＤＰ比

は、加盟国平均が５．４％。国別では１位デンマーク（７．６％）、２位ノルウェー（７．５％）、３位アイ

スランド（７．０％）。他の主要国では、英５．９％、仏５．８％、米５．１％など。日本の値は前年と同じ。

１０年のＧＤＰをもとにすると、教育機関への公的支出は約１８兆円。同年に高校無償化（年約４千億円）を

始めたが、ＧＤＰが前年より伸びたこともあり、教育への公的支出の割合に大きな変化はみられなかった。 

 

 

《県内》 
 
6/12 観光客最多２８２０万７０００人 
山口県内の２０１２年の観光客数は、前年比４．４％増の約２８２０万７千人と３年連続で増え、統計を取

り始めた１９６９年以降で最多となったことが、県の観光客動態調査で分かった。おいでませ！山口イヤー観

光交流キャンペーンなどの成果とみられる。一方、関東地方など首都圏からの集客に課題もあり、１２年の観

光客数を３千万人と設定した当初目標には届かなかった。１９市町別では、１５市町で前年より増えた。増加

幅は上関町の約２．２倍増が最大。一方、減少したのは４市町で長門市が２．３％減で減少率は最大。観光地

で最もにぎわったのは萩市の道の駅「萩しーまーと」の約１３７万人。次いで山口市の湯田温泉の約８６万人、

美祢市の秋芳洞・秋吉台の約８０万人、山口市の道の駅「きらら あじす」の約７５万人などだった。観光客

の県内外別内訳は、県外が４３．８％で、残りは県内。県外の地方別内訳は、九州・沖縄が１３．０％で最も

多く、中国４県１２．８％、関東５．９％、近畿４．９％。 


